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　　土肥地区学校再編成準備委員会だより　　
山々の木々が一斉に芽を吹き出し、日の光に緑が輝く季節となりました。日頃より、学校教育にご理解ご支援をいただき、ありがとうございます。

さて、昨年の８月から教育振興審議会において、伊豆市の小中学校の今後についてご協議いただきました。その答申を１月に受け、３月末の教育委員会において学校再編成計画を決定いたしました。その計画に従いまして、この４月２０日に土肥地区における学校再編成準備委員会を立ち上げました。
第一回学校再編成準備委員会　4/20実施　於：土肥支所４F
委員会は、遠藤教育長の「一緒になってよかった。伊豆市のモデルケースとなるような再編成にしたい」という挨拶に始まり、各委員のみなさまからそれぞれの思いを交えながら、自己紹介をしていただきました。
「学校がなくなるのではなく、よりよい新しい学校に生まれ変わるために努力したい」

「子どもたちは、不安ではあるが、気持ちを切り替えて、最後の１年間をがんばろうとしている」

「一番困っているのは子どもたちなのだから、私たち大人ががんばらなければ・・・」

等々、各委員の前向きで建設的な発言から、きっと素晴らしい学校が創られるだろうと心を強くいたしました。

　準備委員会の役割、部会の持ち方については、裏面に示したとおりです。なお、この日は今後の検討課題として次のようなことが出されました。
· 委員の中に女性が１名だけであるのでもっと意見が取り入れられるようにしたい。
· 学校名の決め方について伊豆市全体としての基本的な考え方を示したい。

· バス通学について、安全・安心・負担のない配慮をしていきたい。

女性の参加については、早速、旧PTA役員の方々にも広げながら、今後準備委員会の部会を開く中で、必要に応じて参加をしていただけるようにする等の工夫をしていくことを確認しました。

校名については、最重要課題と考え、土肥地区における新しい学校にふさわしい校名となるように、決定方法について部会、準備委員会で検討していきたいと思います。
また、土肥南小学区の子どもたちとっては、通学手段が大きく変わるわけですから、バス通学の不安を解消することについて意見が出されました。土肥駅止まりのバスを、土肥支所前まで伸ばせないか。土肥中、土肥高の子どももいるので乗り切れるのか。帰りのバスはちょうど良い時間があるのか等々、東海バスにも協力をいただきながらよりよい方法を考えていきたいと思います。
[image: image2.emf]この準備委員会は、みんなで知恵を出し合いながら、よりよい新小学校を創るための会であると考えております。あと１年間という短い期間ではありますが、子どもたちがよりよい環境で学習できますよう、学校、保護者、地域の方々それぞれの声をおよせいただきたいと思います。ご意見、ご質問等がありましたら、各準備委員の方、学校教育課事務局にぜひお寄せください。
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次回準備委員会　5/１９（火）１８：３０　土肥支所４F
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